
平成２６年９月９日 

保護者・地域の皆様 

                             府中市立府中第七中学校 

                             校 長  中島 富士雄 

 

          学校支援ボランティア募集のお知らせ 

 

 新秋の候、皆様におかれましては益々ご清栄のことと、お喜び申しあげます。 

 去る５月、本校がコミュニティスクールとなったことをお知らせいたました。そのねらい

は、学校と家庭と地域が連携を強めることで学力向上と健全育成の推進を図ることでした。

その具体的な方法を導くために、スクールコミュニティ協議会及び学校支援コーディネータ

ー連絡会と本校は検討を重ね、二つの方法に至りました。 

一つは、生徒たちの地域でのボランティア活動等への参加の機会を増やすことです。様々

な体験や地域の方との触れ合いは、多面的なものの見方を育み、自己肯定感を啓発します。 

もう一つは、保護者・地域の皆様に学校支援ボランティアになっていただいて学習支援に

ご協力いたくことです。まずは実技や実習の授業に入っていただき、期限内により良いもの

を仕上げることを中心に場面設定をしてみました。それらが、下記の内容です。 

初めての取り組みです。想定外のことがいろいろ出てくるかと思いますが、生徒の利益を

優先して対応していただきたく、お願い申しあげます。主旨に共感し、ご案内の手順や方法

にそって活動していただけるようでしたら、ぜひ力をお貸しください。お願いいたします。 

 

                  記 

 

１ 名称… 府中七中への保護者・地域の支援活動を『学校支援ボランティア』とする。 

２ 目的… 保護者や地域住民による府中七中生徒への学習支援   

３ 内容… ➀学校支援コーディネーターは、学校からの授業、行事、課外部活動等へのボ 

ランティア要請をとりまとめ、保護者・地域住民に伝える。 

②学校支援コーディネーターは、学校支援に応じた保護者・地域住民をとりま 

とめ、担当教員との仲介やボランティア活動の指導にあたる。 

③学習支援の対象となる活動は、『６ 支援要望一覧』をご参照ください。 

４ 手順 

➀学校支援ボランティアに登録する。 

②登録者への連絡は、副校長と学校支援コーディネーターがあたる。（以下、コーディ 

ネーターと略記） 

③学校からコーディネーターに、支援要請をする。 

④コーディネーターは、学校と時間や人数・方法等の確認をする。 

➄コーディネーターは、登録者に条件にそって、今回の協力の可否を確認する。 

  ⑥コーディネーターは、学校と協力可能と回答した学校支援ボランティアに、担当教員 

から教員・集合時間・集合場所・支援方法・ボランティアの氏名等を連絡する。 

  ➆当日、指定した時間や場所で担当教員から内容説明をして支援を行う。 



   ただし、担当教員が事前または別途に打合せ会を開催する場合は、改めて連絡します。 

 

５ その他  

➀学校支援ボランティアに登録されても、支援体制が整わない場合は、ボランティア活 

動を実施しないこともあります。支援がまとまった場合のみ、ご連絡いたします。 

  ②コーディネーターによる集約状況は、本校ホームページで常時ご案内いたします。 

③学校支援ボランティアの支援活動は、チームティーチングのような教授者の複数配置 

ではありません。コーディネーター及び担当教員から指示した内容で活動します。 

④コーディネーターから学校支援ボランティアへの連絡は、学校のファックスを主に使 

用し、学校ホームページ、学校緊急メール配信システムを補助に使用します。これら 

は、電話と異なり送受信とその内容が文字記録として残り、不在時でも連絡できるか 

らです。電話による連絡は、原則として行いません。 

  ➄支援内容によっては、事前登録とは別にそのつどプリント等で募ることもあります。 

  ⑥学校支援ボランティアは、現行では無報酬・無保険です。ただし、保護者の方は PTA 

保険が適用できる場合もあります。保険はスクールコミュニティ協議会で検討します。 

  ➆学校支援ボランティアへの事前の打ち合わせや事後の大きな反省会等は、ありません。 

「なし」でできるように設定していきます。ただし、事前・事後の集合がかかった場 

合は、ご協力ください。 

  ➇学校支援ボランティアは、学校に到着したら事務室受付で来校要件『○○のボランテ 

ィア』と名乗り、校舎３階の PTA室を控室に使用してください。電気温水ポットは 

あります。茶葉等は各自でご用意ください。トイレは２階の職員トイレをご使用くだ 

さい。上履きは、スリッパやサンダルでなく、緊急避難時に動きやすい、かかとや爪 

先覆いのある靴形式をご使用ください。 

      

６ 支援要望一覧（平成 26年 9月 1日現在の取りまとめより・見方は裏面にあります。） 

教科等    国  語 理  科 音  楽 美  術 技  術 家  庭 英  語 

9 月     合唱の補助     2 年調理補助   

10 月 
    合唱の補助   2 年半田ご

ての実習 

２年調理補助 英検監督 

11 月   ２年実験補助      ２年調理補助   

12 月 
書写指導   リコーダーの補助 1 年実技補助   1 年被服補助 音読テスト補助 

スペコン補助 

1 月     同上、合唱補助       英検試験監督 

2 月     合唱補助 2 年実技補助     スペコン補助 

3 月   ３年実験補助 合唱の補助 2 年実技補助       

 

７ 応募用紙の提出締切 

  平成２６年９月１８日（金）まで〔お子さんをとおして。または、ファックスで応募。〕    

  ※問合せ先…℡042-322-0557  Fax042-326-2980 府中第七中学校副校長 吉田 修 



 Ⅰ 支援要望一覧の資料 

教科等    国  語 理  科 音  楽 美  術 技  術 家  庭 英  語 

9 月     合唱の補助     2 年調理補助   

10 月 
    合唱の補助   2 年半田ご

ての実習 

２年調理補助 英検監督 

11 月         ２年調理補助   

12 月 
書写指導 ２年実習補助 リコーダーの補助 1 年実技補助   1 年被服補助 音読テスト補助 

スペコン補助 

1 月     同上、合唱補助       英検試験監督 

2 月   ２年実習補助 合唱補助 2 年実技補助     スペコン補助 

3 月    合唱の補助 2 年実技補助       

 

Ⅱ 授業時刻 １校時… 8:40～ 9:30     昼食昼休み…12:30～13:20  

             ２校時… 9:40～10:30 

       ３校時…10:40～11:30   Ⅲ 時間割と曜日の関係  

       ４校時…11:40～12:30 

       

５校時…13:25～14:15 

       ６校時…14:25～15:15 

 

 

 

１ 書写指導 … 国語・全学年・毛筆書写（冬休み中の課題である「書き初め」の実習補 

助）・１２月の授業で・内容は生徒への運筆指導や毛筆書写の準備と片付けなど。 

  国語の授業は、火曜日の２校時、木曜日の１校時を除いて必ずどこかの学年かクラ 

スで授業があります。一日中の補助でなくてもよいです。１授業あたり１名以上の支 

援をお願いします。学年単位（３学級分）等で受けてくださると、助かります。 

 

２ 実習補助 … 理科・２年・１２月・天気図の作成・気象庁のデータをもとに作業する。 

作図の見守り。１授業あたり１名以上の支援をお願いします。 

 

３ 実習補助 … 理科・２年・２月・電気回路の組み立て・回路図を参考に機器を接続し、 

電圧や電流を測定する実習の見守り。１授業あたり１名以上の支援をお願いします。 

 

４ 合唱の補助… 音楽・全学年・９～１０月は合唱コンクールに向けて・１～３月は卒業 

式と入学式に向けて・ピアノが弾ける方・パート別練習の見守りは歌が好きで男性パ 

ートを一緒に歌ってくれる男性の方。 

音楽の授業は各学年とも週１回だけですが、合唱コンクール前は放課後に毎日１時 

間程度の学級ごとの練習があります。音楽の授業は、月曜は３・５・６校時（３年）、

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

１～６ 

校時 

１～６ 

校時 

１～５ 

校時 

ただし、

５校時は

学活 

１～６ 

校時 

１～６ 

校時 

ただし、

１校時は

道徳 



水曜の４校時、木曜の４・５校時（２年）、木曜の２校時、金曜の２・３校時（１年）

です。１授業では１名以上の支援を希望し、１練習時間あたりでは、３名、６名という

ように学年の学級数または練習場所の環境にあわせて複数名の支援をお願いします。 

 

５ リコーダーの補助… 音楽・指導補助・アルト笛はできなくても可、但し、楽譜が読め 

る方。各学年とも授業は週１回。１授業あたり１名以上の支援をお願いします。 

 

６ 実技補助 … 美術・１年・１２月・１年美術の授業は火曜日の２～４校時・週１回。 

全３回程度。粘土細工の補助。１授業あたり１～３名程度の支援をお願いします。 

 

７ 実技補助 … 美術・２年・２～３月・２年は月曜日の２～４校時・週１回。全６回程 

度。篆刻
てんこく

（印鑑）作りの補助。１授業あたり１～３名程度の支援をお願いします。 

 

８ 実技補助 … 技術・２年・１０月・半田づけ実習での補助・やけど対策と正しい作業 

   の見守り・２年火曜日の２～４校時・週１回。１授業あたり１～３名程度の支援を。 

 

９ 調理補助 … 家庭科・２年・９～１１月・刃物や火への指導補助・授業は火曜と水曜 

の午前・クラス２回ずつ。１授業あたり１～３名程度の支援をお願いします。 

 

10 被服補助 … 家庭科・１年・１２月・被服実習に伴うミシンや針、ハサミなどの安全 

指導と裁縫の補助・１年家庭科の授業は金曜日の２～４校時・実習は、３回ぐらいず 

つ。１授業あたり１～３名程度の支援をお願いします。 

 

11 英検監督 … ➀１０月１０日（金）16:00～18:00まで・本校で実施・試験監督 

         ② １月２３日（金）16:00～18:00まで・本校で実施・試験監督   

                  ➀，②とも、１～３名程度の支援をお願いします。 

 

12 音読テスト補助 … １２月・１～２年・個別の音読テストを実施する際の教室監督・ 

１回あたり１名以上の支援をお願いします。 

 

13 スペコン補助 …  ➀１２月，②２月・１～２年の再テストの試験監督・ 

         １回あたり１名以上の支援をお願いします。 

 

※注意とお願い…➀支援要請のおおよその状況は、『Ⅰ』で、ご確認ください。②個別の支 

援条件等は、１～１３をご覧ください。曜日や時間の確認は、『Ⅱ』，『Ⅲ』でできます。 

③本ボランティア活動は、必置・必修のものではありません。生徒の成長を促すものを 

選び、行っています。④ボランティアの配置の可否は校長が決し、応募者の配置はコー 

ディネータが校長の委嘱を受けて行います。応募者はコーディネータと担当教員の指示 

に従ってください。 


